
県立病院機構　第２期中期目標（Ｈ31～35年度の５年間）　構成（案）県立病院機構　第２期中期目標（Ｈ31～35年度の５年間）　構成（案）県立病院機構　第２期中期目標（Ｈ31～35年度の５年間）　構成（案）県立病院機構　第２期中期目標（Ｈ31～35年度の５年間）　構成（案）

【構成】第１期中期目標の構成を基本としつつ、「機構に期待すること」について、

「診療」「地域貢献」「人材確保・育成」「経営」の４つの柱立てのもと、具体的な目標を設定

【目標設定】○第１期をベースとしつつ、病院機構改革プラン（H29.2策定）及び地域医療構想など県計画との整合を図る。

○より取組の進捗・実績が測りやすくなるよう、可能な限り定量的な数値目標を設定

基本的な考え方基本的な考え方基本的な考え方基本的な考え方

機構に期待すること

患者にとって

最適な医療の提供

地域の医療力向上

への貢献

最高レベルの医の心と技

をもった人材の確保・育成

自立した法人経営

診療 人材確保・育成 法人経営

４つの柱立てごとに具体的目標を設定（資料２）

地域貢献

○患者の視点に立った医療サービスの提供

○地域の医療拠点としての機能の充実

・断らない救急医療の充実

・がんなど高度・先進医療の充実

・小児、周産期、精神など特殊部門等の医療

の充実

○リハビリテーション機能の充実

○医療安全の確保・院内感染の防止

○西和医療センターのあり方の検討

○地域の医療機関との役割分担と連携強化

○地域の医療機能の向上のための支援

（医療専門職教育研修センター、看護専門学

校等の役割発揮）

○災害医療体制の強化

○県民への医療・健康情報の提供

○最高レベルの医の心をもった人材

の確保・育成

○最高レベルの医の技をもった人材

の確保・育成

○働き方改革の推進

○権限と責任を明確にしたガバナンス体制の確立

○持続可能な経営基盤の確立

・財務内容の改善

・収益の確保と費用構造改革の徹底

○経営感覚・改革意欲に富んだ人材の育成・確保

「患者」にとって”最適な医療”を提供「患者」にとって”最適な医療”を提供「患者」にとって”最適な医療”を提供「患者」にとって”最適な医療”を提供し、「地域」の医療機関と連携して地域の期待に応え「地域」の医療機関と連携して地域の期待に応え「地域」の医療機関と連携して地域の期待に応え「地域」の医療機関と連携して地域の期待に応え、あわせて

「職員」を育て働きやすい環境を提供「職員」を育て働きやすい環境を提供「職員」を育て働きやすい環境を提供「職員」を育て働きやすい環境を提供（「患者によし」「地域によし」「職員によし」（三方よし）の実践）し、

奈良県の医療レベルの向上に貢献

資料１

成果を求める４つの柱立て

４つの柱立てのもと、具体的項目ごとに目標設定

構成（案）構成（案）構成（案）構成（案）


